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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 131,034 △0.4 5,349 90.6 5,217 68.0 2,676 100.3
21年3月期第2四半期 131,626 ― 2,806 ― 3,106 ― 1,336 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 41.79 ―
21年3月期第2四半期 20.40 20.40

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 214,204 148,103 68.9 2,305.03
21年3月期 227,456 147,768 64.7 2,299.63

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  147,590百万円 21年3月期  147,244百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 40.00 ― 40.00 80.00
22年3月期 ― 40.00
22年3月期 

（予想）
― 40.00 80.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 292,000 △5.0 21,000 △3.2 21,000 △4.7 12,000 △7.2 187.41

－ 1 －



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
  (注) 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

  (注) 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確実な要素を含んでおります。実際の実績等は、業績の
変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、３ページ
【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 64,500,000株 21年3月期  66,000,000株
② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  470,245株 21年3月期  1,970,165株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 64,029,783株 21年3月期第2四半期 65,509,587株

－ 2 －



当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、輸出や生産が増勢基調で推移したほか、在庫調整の進展など景

気底入れの兆しが見られたものの、雇用環境の悪化や円高の進行などを背景に引き続き低調に推移いたしまし

た。情報サービス産業におきましても、企業収益や需要の回復に対する先行き懸念を反映し、IT投資の抑制傾向

が継続いたしました。 

このような状況のもと、当社グループにおきましては、企業のIT投資抑制姿勢などを受けて、ハードウェアを

中心とした製品や大型開発案件の受注が減少いたしましたが、システム運用コスト低減や効率化の要望を受け、

仮想化や統合案件の獲得、データセンターを核としたアウトソーシングビジネスに注力いたしました。分野別で

は、通信業界向けのNGN、WiMAXといった次世代ネットワーク関連のビジネスや金融業界向け市場系システム構

築、流通業界向け基幹系システムの大型案件や公共関連ビジネスなどで着実に実績を積み上げました。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は131,034百万円（前年同期比0.4％減）となりました。利益

面では、開発不採算案件の発生があったものの、保守サービスの収益向上および原価低減などに積極的に取り組

み、売上総利益は33,249百万円（同1.7％増）、売上総利益率は前年同期の24.8％から25.4％に上昇いたしまし

た。販売費及び一般管理費は、ビジネス内製化に伴う外部人件費の抑制や継続的な経費削減等に努め27,899百万

円（前年同期比6.6％減）となり、営業利益は5,349百万円（同90.6％増）、経常利益は5,217百万円（同68.0％

増）、四半期純利益は2,676百万円（同100.3％増）となりました。 

  

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて13,251百万円減少し、214,204百

万円となりました。これは、主に有価証券の増加が29,003百万円あったものの、現金及び預金の減少が11,543百

万円、受取手形及び売掛金の減少が23,159百万円あったことによるものであります。 

負債は、前連結会計年度末に比べて13,586百万円減少し、66,101百万円となりました。これは、主に支払手形

及び買掛金の減少が8,638百万円、未払法人税等の減少が5,304百万円あったことによるものであります。 

純資産は、前連結会計年度末に比べて334百万円増加し、148,103百万円となりました。これは、主に配当金の

支払いによる減少が2,561百万円あったものの、四半期純利益による増加が2,676百万円、その他有価証券評価差

額金の増加が250百万円あったことによるものであります。 

  

今後の見通しについては、引き続き、コスト低減や効率化に繋がるシステム投資が期待されるものの、円高傾

向や低迷する個人消費を背景とした企業の投資抑制・選別志向や競争の激化など、当社グループを取り巻くビジ

ネス環境は厳しい状況が続くものと思われます。 

当社グループにおきましては、このようなビジネス環境を踏まえつつ上期における受注高が低調であったこと

及び上期末受注残高の内容等を鑑み、通期の連結業績予想について下表のとおり修正いたします。なお、利益予

想につきましては、売上高減少による影響があるものの、上期実績及び開発案件でのプロジェクト管理徹底や継

続的なコスト削減に努める方針であることから平成21年5月13日に発表いたしました業績予想を変更しておりませ

ん。 

平成22年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成21年４月１日～平成22年３月31日） 

 
(注) 上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後

様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A) 302,000 21,000 21,000 12,000 187.41

今回発表予想（B) 292,000 21,000 21,000 12,000 187.41

増減額（B-A） △ 10,000 － － － －

増減率（％） △ 3.3 － － － －

（ご参考）前期実績

平成21年３月期 307,254 21,687 22,026 12,936 199.21

－ 3 －
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該当事項はありません。 

  

①簡便な会計処理 

固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法により算定し

ております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

受注制作のソフトウェア等に係る収益の計上基準の変更 

受注制作のソフトウェア等に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を採用しておりました

が、第１四半期連結会計期間より、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号）及び「工事契約に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号）を適用し、受注制作のソフトウェア等のうち、

第１四半期連結会計期間に着手した契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確

実性が認められる場合については工事進行基準（原則として、工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その

他の場合については工事完成基準を適用しております。 

これにより、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,198百万円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調

整前四半期純利益は、それぞれ265百万円増加しております。 

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

－ 4 －
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 29,889 41,432

受取手形及び売掛金 41,704 64,864

有価証券 34,995 5,991

商品 11,033 10,632

仕掛品 7,579 8,249

保守用部材 5,941 5,351

前払費用 17,074 12,961

その他 13,650 23,939

貸倒引当金 △16 △16

流動資産合計 161,852 173,405

固定資産   

有形固定資産 30,389 31,686

無形固定資産 5,579 5,818

投資その他の資産   

その他 16,434 16,603

貸倒引当金 △51 △58

投資その他の資産合計 16,383 16,544

固定資産合計 52,352 54,050

資産合計 214,204 227,456

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 17,622 26,261

未払法人税等 2,001 7,305

前受収益 20,974 16,870

賞与引当金 4,445 5,765

受注損失引当金 399 103

アフターコスト引当金 430 304

その他 12,799 15,997

流動負債合計 58,673 72,608

固定負債   

退職給付引当金 297 288

その他 7,130 6,790

固定負債合計 7,427 7,079

負債合計 66,101 79,687

－ 5 －
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 21,763 21,763

資本剰余金 33,076 33,076

利益剰余金 93,805 98,132

自己株式 △1,386 △5,806

株主資本合計 147,259 147,165

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 426 175

繰延ヘッジ損益 △14 △1

為替換算調整勘定 △80 △94

評価・換算差額等合計 331 79

少数株主持分 512 524

純資産合計 148,103 147,768

負債純資産合計 214,204 227,456

－ 6 －
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 131,626 131,034

売上原価 98,945 97,785

売上総利益 32,680 33,249

販売費及び一般管理費 29,873 27,899

営業利益 2,806 5,349

営業外収益   

受取利息 200 60

受取配当金 96 41

持分法による投資利益 35 －

その他 92 116

営業外収益合計 423 218

営業外費用   

支払利息 11 105

持分法による投資損失 － 71

投資事業組合運用損 69 150

その他 43 23

営業外費用合計 124 351

経常利益 3,106 5,217

特別利益   

投資有価証券売却益 70 －

貸倒引当金戻入額 45 －

特別利益合計 115 －

特別損失   

固定資産除却損 56 135

減損損失 19 18

投資有価証券評価損 216 32

会員権評価損 － 20

アフターコスト引当金繰入額 228 －

損害賠償金 78 －

特別損失合計 598 207

税金等調整前四半期純利益 2,623 5,010

法人税、住民税及び事業税 1,933 2,289

法人税等調整額 △716 4

法人税等合計 1,217 2,294

少数株主利益 70 39

四半期純利益 1,336 2,676

－ 7 －
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該当事項はありません。 

  

 
（注）平成21年６月30日付で自己株式 1,500,000株を消却しております。 

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

前連結会計年度末残高(百万円) 21,763 33,076 98,132 △5,806 147,165

当第２四半期連結会計期間末まで
の変動額

 剰余金の配当 △2,561 △2,561

 四半期純利益 2,676 2,676

 自己株式の消却（注） △4,420 4,420 ―

 その他 △20 △0 △21

当第２四半期連結会計期間末まで
の変動額合計(百万円)

― ― △4,326 4,420 93

当第２四半期連結会計期間末残高
(百万円)

21,763 33,076 93,805 △1,386 147,259

－ 8 －
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